
















































































































































































































































1) R. L. Mossbauer : Z. Physik 151 (1958) 124.
　　R. L. Mossbauer : Naturwissenschaften 45 (1958) 538.
2) D.C. Kistner and A. W. Sunyar : Phys. Rev. Letters 4 (1960) 412.
3) A. H. Muir, Jr･,K. J. Ando and Ｈ. M. Coogan:が∂s功朋の･Effect Dotα/7?ex, 1958-
　　1965 (Interscience, New York, 1966),
　　J. G. Stevens and ｖ. E. Stevens : Ｍ弥功α。ε,･EffecaDatα7。dex, 1966-1968 (Plenum,
４　　New York, 1975),
　　J. G. Stevens and ｖ. E. Stevens : 八面ssbauer耳加d DatαIndex, 1976 (Plenum, New
　　York, 1978).
4) R. W. Grant:Ｍｏｓｓhaｕｅｒ Ｓｐｅｃtｒｏｓｃｏｐｙ,　ed.by Ｕ. Gonser (Springer-Verlag, Berlin Hei-
























Y. Nishihara and Ａ. Nakamura : J. Phys. Soc. Japan 34 (1973) 1688.
Ｙ. Nishihara: J. Phys. Soc. Japan 38 (1975) 710.
Ｙ. Nishihara, S. Ogawa and Ｓ. Waki : J. Phys. Soc. Japan ４２(1977) 845.
Ｙ. Nishihara, S. Ogawa and Ｓ. Waki : Phys. Letters 48A (1974) 449.
Y. Nishihara, S. Ogawa and Ｓ. Waki : J. Phys. Soc. Japan ３９(1975) 63.
S. Ogawa and Ｙ. Nishihara : J. Phys. Soc. Japan ４２(1977) 343.
Y. Nishihara, S. Ogawa, K. Adachi and　Ｍ. Tohda : J. Phys. Soc. Japan 42 (1977)
1180.
Ｙ. Nishihara, S. Ogawa and Ｓ. Waki : J. Phys. C, Solid State Phys. 11 (1978) 1935.
Ｙ. Nishihara and Ｓ. Ogawa : 7･μ.Ｃｏｎｆ.Appl.Ｍｏｓｓbaｗｃｒ　Ｅがｅｃt，Kyoto,1978, We-2-E
and Th-32-D.
21) Y. Nishihara, T. Katayama, Y. Yamaguchi, S. Ogawa and Ｔ. Tsushima : Japan. J.





























































































































































3.　磁気双極子相互作用 magnetic hyperfine splitting
I呼
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(300 CALCULATION OF MATRIX AM AND VECTOR Ｄ)
　　　　　IF(IT.ＥＱ.1)ＧＯＴ０４２４
Ｃ　　　ＩＴ: NUMBER OF INTERATIONS
　　　　　GO TO (454, 452, 453), ID

























　　　　　GO TO (412, 462, 462, 461), K
　　461　DF＝ＤＦＬ(4)
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が得られた。この結果はEibschiitz et al.16)により測定された値∬＝(500±2)kOe, e = (0.018土
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ピンの結合が反強磁性的であると仮定して(3.17)式よりスピンの縮みを計算する。5i = SFe =













































































つくられるＣｒ3＋によるSTHFの値は, Lyubutin and Vish-　　　　　　　のSTHF。











･ - - - - - - - - -
- a - = = ･ ¶ - - ¶ ・ －
Lao,9i5Cao.o2sFei_2:Cr3:Sno.o2s03
L30.9cao.lFeo.9sno.103
　Ｈ at "Fe (ｋＯｅ)
550－(9,1±0.4)ncr
552-(8. 6±0. DnAi
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子点にある。前者の格子点をsite l， 後者の格子点をsite II と呼んでいる。 Ｄｒain24）の計算によれ
ば, site II の位置の電場勾配の大きさはsite l の約５倍の大きさになっている。
　Kimball et al.15’は観測されたスペクトルをつぎのように説明した。 Fe は原子間距離の少し大































































































sitel に入ったFe (sitel’）の割合のSn濃度変化を示す。 sitel に入るＦｅの量はSn濃変によ
りほとんど変化しない。しかし，となりにSnがきたsite l に入るＦｅの量はSn濃度によりＯか
ら47％まで変化する。図中の実線は，Snがすべてsite II に入ると仮定して，となりにSnが１個
きたsite l に入るＦｅの割合の計算値を示す。ただし，Snはsite II に一様に入るとした。計算値
より観測値の方が小さくなっており，ＦｅのとなりにSnがきにくいことを示していると思われる。
　siteII のＦｅによる吸収スペクトルの形は，Sn濃度を増してもほとんど変化しなかった。 Snは
ほとんどsite II に入ることおよびsite l のとなりにsite II は９個あるが, siteII のとなりには






る。site II の四極子分裂は約0. 6mm/secである。となりにSnがくると. sitel のスペクトルは
























　　　　　　はsite l， 黒丸はsite II のＦｅの値を示す。
　金属鉄を基準にした室温でのアイソマーシフトを，格子定数を横軸に描くと第4.8図のようにな




でふえると, siteII のマイソマーシフトは～0.07mm/sec増加する。一方, sitel のアイソマー
シフトの増加量は～0.05mm/secである。 sitel のとなりにSnがきたときのアイソマーシフト
は約一〇｡lmm/secであった。 Snがきたことによりsite l のアイソマーシフトは～0. lmm/sec
増加する。アイソマーシフト∠IE，.ｓ.とsite II の四極分裂の大きさの温度変化をMno.95Feo.o5の
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とを見い出した。また単結晶FeS2の測定がGarg et al.16)およびMontano and Ｓｅｅｈｒa17)によ
り行われ，アイソマーシフト(0.325±0.005) mm/sec,四極子分裂(0.62±0.01)ｍｍ/ｓｅｃと報
告されている。
　1969年に, Gallager et a1.18)はFei-≫Cot(S2の測定結果を報告した。 Ｆｅのメスバウアースベ
ダトルは，磁気秩序を持った試料中でも，非常に小さな磁気分裂しか示さない。その結果，Ｆｅは
全濃度域で低スピソ状態にあり，磁気モーメントはＣｏ原子が持っていることが明らかにされた。
CoS2中の"Feの内部磁場の解析はWoodhams et a1.19)，Ｗｏｒtｍａｎet al.2o)，ＭＣＣａｎｎand
Ｗａｒd21)らにより行われている。Woodhams et a1.19)は，Ｃｏスピンは電場勾配の主軸から30°ま
たは75°の角度を持ったnon-collinearな構造をつくっていると報告した。その後, Wortman
et a1.20)は磁場中のメスバウアー効果の測定から，またMcCann and Ｗａｒd21)はスペクトルの詳し
い解析から，Ｆｅの位置の電場勾配の符号はe2qQでとったとき正であることを明らかにし，Ｃｏス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71
ピソと電場勾配の主軸との角度は75°の可能性が強いことを示した。 McCann and Ｗａｒd21)は
NiS2. CoSez, NiSe2中の"Feのメスバウアー効果にっいても測定し，アイソマーシフトの体積
依存性について議論している。





































































る。NiS2-。Se。の状態図がJarrett et al. 8)によりつくられ, 0.475≦ｚ＜0.6の領域では温度を下
げると半導体から金属への一次転移が生ずることが示された。その後Gautier et al.43)はこれを





















　( 5 ) MnTe2中のi25Teのメスバウアー効果
　ＭｎＴｅ２の磁気的性質については, 1959年Hastings et al.""により，帯磁率および中性子回折
の測定結果が報告された。磁気構造はｆｃｃの第１種構造であることが示された。その後Sawaoka
and Ｍｉyａｈａｒa48)による帯磁率および電気抵抗の報告, Lin and Ｈａｃｋｅｒ49)およびOkada and


















































第6.4図 パイライト型化合物MX2CM = Fe,
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られ，またどのように制御できるかという問題であった。 Gambino et al.6)はＧｄＣｏ膜の磁気異
方性の原因として種々の可能と考えられるモデルをあげ，そのうちスパッタ時につくられる原子配








































































































































































































































　　　　C = Co[1－(1－co)9o－(1－co){1－(1－co)5μ1]　　　　　　　　　　　　　　　　　(7. 15)






































































































































































































































































































度を変えたときのＴ－Ｔ対の差の変化を示す。&o1の曲線は■ A:oi= lおよびA:o2 = A;ii= A:i2= Oとし
たときの変化である。すなわち，Ｔ原子に囲まれたGdのみが再スパッタされたときのＴ－Ｔ対の
差の変化である。 Ｔ－Ｔ対の差はＭ原子濃度が増すと急速に減少することがわかる。んo1をo2の曲









































































































































ている3)。GdCoCu の結果は最近接原子数６個としたときにはたoi = A:o2= A;i2= lの曲線が，12佃と
したときは臨1＝を02=A:ii =ん12の曲線が最もデータに良く合う。いずれにしてもＣｕはＭＯと異な
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　　　--一一PIC uP DROP CHANNELS 一一心一吋舞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２１０E=0.05
　　　00 ２０５　１＝λ､Ｒ-↓












































































　　　IFCR(M).Ea.l) GO TO ９９
ｌＷ二--
Ｒ（Ｍ）＝!






　　　　IF(ICO.GT.O) -・RIT£(6・eio) (Acn .1=1, ico)
一麟鮑-一擲
Ｌ＝Ｖ








－一一- READ THE lc constkaints 。HI Cri ARF_ SPECIFにＤ AS LINEAR COMBINATION

























Ｃ一一－　ORTHOGONAL ISE AND Ｔﾄ(EN ADO ONE UNCONSTRAINED ROW AT Ａ TIME AND
Ｃ　　　ORTHOGONAL ISE ＴＯ　CONSTRAINTS AND OTHER UNCONSTRAINE【】VARIABLES　－一一













Ｃ　IF THERE arb no LInKAK COMblNATlONS、ORTHOGONAL IZATI ON　IS UNNECESSARY
　　　　　IFCLC　５１５、５１５、：Ｓ１０
　　５１Ｑ　IFCK、ＧＴ、V)60 TO 515






Ｃ－一一　IF Ｇ＝ｉ・ANl)Ll.(iT.≪ THEN Ｔ､１ピ（ﾆuNSTRAlNTS ARE NOT　INDEPENDENT　一一－









---- CALCULATF MATfilX COV OF DEKIVATIVK PRODUCTS























































　　　１Ｆ　ID.Nピ．１　ＲﾋﾟTURN TO DAMPING PROCEDuHヒ
　　　<S0 TO (4!j^,452.453j・IV




































４８１FORMAT 132HC1^AMP ING FACTOR　　　　CHI　SQUARED　、／
　　･ClH　・　0PFH.4、７Ｘ、1PE16.6))
４５７Go TO （４ﾕ．２、４６２、４６２、４６１）・　Ｋ
　　　Ｋ＝１、CHI SaUARED CANNOT BE IMPROVED、EXIT
　　　K=2 0K3、RECOMPUTE MATRIX(wHICH Has BEEN OVERWRITEN) ANO CONTINUE







































　　　　‘rRANSFORM BACK､･TO GET COVaRIANCK MATRIX Ｗ、Ｒ、Ｔ、ORIGINAL PARAMETヒRS
４３６　IFICONSTR)40Y、４り７、408








































　　　lfcH　Ｃ囚　SiJ.'UAREO =　・　iFtlfa.8　.16H　　　TEST VALUE =. E16,8　，








一一一一VALUES OF sw Ｑ NORHAL, 1 CONVピRGEd. 2 FAILED TO CONVERGE。


































































１ FormatC22HOPROCESS HAS CONVERGヒＤ）
???????? ?
??





　FORMAT (29H0O＼/tRFLO.v　In MATRIX　INVFRSION /
≫36H DRASTIC DIVERGENCE OR PROGRAM ERROR)
４４ FORMATC47H NUKhER OF CONSTRAINTS　!S NEGATIVE OR TOO LARGE)




F0RMAT(33H PARAMETER NUMBER　IS OUT OF RANGE)
FORMATは711 CONSTRAINT NAME　・　Ａ４、15H NOT REC06NIGED)
fOkHAT<VHl≫*≫　　・20A4）
901 FORMAT (V,H 。廿憂

















































































































































９６４ Format(iihoBaselihe =≫.F9、０、３６Ｘ、18i-iSTANDARD DEVIATION、Ｆ８、２ /17H03A
　　SPLINE DRIFT =、6PF7、２、１９Ｈ P.P.M、PER CHANNEL、１３Ｘ、18HSTANDARD DEV

































９６ね　FOKMATC^ZHoTOrAL AbSOKPTION ＡｉピACPERCENT*CHANNELS) =.f-l0.3)









９ａ　FOHHAT(1'*MOCﾄＵ　S()iuARF.P =、F8.2.　5.-I ulTH・　l4il2H DEGREtS OF　、
　　　*7HFREt:D0H　　　　／ ３３Ｈ ５、１ AND Ｊ、１ PER CENT POINTS Ａ､RE.
　　　*-F7 .1、１Ｈ、、F7.1・　５Ｈ AND　、FV.l・　１３Ｈ RESPECTIVELY)
　　　　So TO ９１２
９１０ WRiTECb・969)ChISS、Ｌ
９６９　FormatC14H0CHI　ＳＱＵＡ吠ＥＤ＝、Ｆ８、２、５ﾄ４ ｗ．!TH. 14.　１２Ｈ DEGREES OF　、
　　　*4bHFREED0M　　　　　　(RtFEK TO STATISTICAL TABLES))











９７１　Format(47HGN0 POINTS Ｄヒviate: SIGNIFICANTLY FROM THE ＣＵＲＶＥ）
　　　　GO TO 917
916　WKlTtCb・972) CCd)ヽＩ＝１、Ｊ）
９７２ FORMAH't7HoTHとCOUNI'S FOR THE f-'OLLOWiNG Channels DEVIATE 、













































　　　　SET UP Ａ LINE OF charactehs ＳＹＭ･　IF 乙(I) LIES BETWEEN Ｕ AND UUi
























　９７５FORMAT(1H0,22a.39HPL0T OF RESIDUAL DEVIATION (IN STANDARD.
　　　36h UEVIATION UNITS) VS. CHANNtL NUMBER ／ 28X,
　　　≫45HALL BUT ＯＮピOR T'VO POINTS SHOUl Ｄ Lit BETWEピＮ　，
　　　≫20HTHピhokizontal LINES)





















９５５ FORMAT {27H1VAR I ANCF.-COVAR I ANCfc MATRIX)
　　　Ｄ０ ９０６ Ｊ＝１、Ｖ
90b WwITEく６、967)(COVCI、Ｊ）、１＝１、Ｊ）




























































IFCX卜LT.XL) 60 TO １５

















　IFCMI.LT.S) Go TO Ｉ































　　　IF(YL.LT,-yO) 60 TO １００
　　　GO TO ６
１００CALL PLOTCO・･０，･３）
　　　RETURN
　　　END
･ふ･
????
??
